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Abstract: The elderly stage of life is recognized as a period combining both loss and 
acquisition.　Although the acquisition of qualities such as wisdom and insight are 
considered positive, a corresponding sense of loss cannot be evaded.　The psychosocial task 
based on E. H. Erikson’s epigenetic schema, however, does not resist the idea of a negative 
experience.　Accordingly, it is useful for an understanding of this stage of life.　I reviewed 
and considered the psychosocial tasks present in the elderly stage of life and focused on 
three specific research areas: the measuring method of psychosocial problems (investigative 
approach), the factor relation to psychosocial problems (related factor), and the feature of 
psychosocial problems (feature of the eighth stage).　Two problems and considerations: (1) 
the necessity of creating a balance between positive and negative constructs, as Erikson 
emphasized, and (2) the necessity of introducing psychosocial tasks to the elderly by means 
of experimental study.　Further studies are needed to assess how psychosocial tasks are 
invoked when providing clinical psychological support for elderly.
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問題と目的

　日本は高齢社会を迎え，65歳以上の高齢者は全人口
の22.1％を占めるようになった（内閣府，2009）。老
年期は生物学的喪失，社会学的喪失と，これに伴う心
理学的喪失を体験すると言われてきた（Birren，
1961）。一方で，知能や創造性などは高齢になっても
維持されやすいことも明らかとなり（Schaie, 1980; 
Romaniuk & Romaniuk, 1981），さらに，喪失を経験
した高齢者が必ずしも不適応に至るわけではなく，む
しろ人格的に発達し， 否定的な体験をしても家族や友人
とのかかわりによって心理的な回復が見られるという
報告もされている （岡本・山本， 1985；河合・佐々木， 
2004）。このように，老年期の肯定的な発達を明らか
にする研究は，老後を豊かに過ごすために非常に有意
な示唆を与える。

　しかしここで重要なことは，否定的側面を取り除い
て老年期を捉えることはできないという点である。身
体機能の老化，退職に伴う社会的役割や経済的基盤の
揺らぎ，変化する環境と自分への戸惑いは，多くの高
齢者にとって避けることができない体験である。
　Erikson（1950 仁科訳 1977）は，人間の生涯全体
を扱い，個体がゆっくりと成長していくという意味の
人格漸成論に基づく精神分析的個体発達分化の図式

（Epigenetic Schema 以下，発達図式）を提唱した。
各発達段階には，それぞれ顕在化する心理社会的課題
があり，課題への取り組みによって発達が説明され
る。具体的には，基本的信頼感や自律性などの肯定的
要素1）と，不信感や恥・疑惑などの否定的要素1）のバ
ランスが人間の発達にとって重要とされる。すなわち
肯定的要素が否定的要素よりも優位となった状態が正
常な発達であり，バランスが崩れ，否定的要素に傾け
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ば病理的な心的状態に，肯定的要素と否定的要素の拮
抗が中間になっている状態は病的である。老年期は，
統合 対 絶望という課題に取り組む時期である。
Erikson, Erikson, & Kivnick（1986 朝 長・ 朝 長 訳 
1990）によれば，絶望とは“もっと別のものであった
ならよかったのにと熱烈に望む過去の局面であり，絶
え間ない苦痛の原因となる現在の局面であり，不確か
で恐ろしい未来の局面である。そして（中略）逃れる
ことのできない死”（p.76）によって認められ，統合は，
絶望を“排除するのではなく，人間としての全体感と
の力動的なバランスの中でそれらを認めようと努力す
る”（p.76）ことである。以上のように，Erikson の考
え方は退行的方向や病理的な方向を含めて発達を説明
した点で優れており（鑪，1979），避けられない喪失
を体験する老年期において示唆に富んだ理論である。
　この発達図式に関する研究は，心理社会的課題を客
観的に測定しようとする尺度化の試み（Rasmussen，
1964）や，第Ⅴ段階に顕在化するアイデンティティに
関 す る 研 究 が 隆 盛 し て い る（ 鑪・ 山 本・ 宮 下，
1984）。老年期における心理社会的課題に関する研究
は，70年代後半にアイデンティティとの関連で実証的
研究として着手された（鑪・宮下・岡本，1995）。し
かしその後，漸増の傾向にあるものの，まとまった知
見はごくわずかであり，特に第Ⅷ段階の心理社会的課
題全体を捉えようとする研究はその途についたばかり
である（鑪・岡本・宮下，2002）。世界的に高齢化の
傾向にある現在，国内外ともに老年期における心理社
会的課題に関する研究が求められている（Snarey, 
Kohlberg, & Noam, 1983；園田，2005）。そこで本稿
では，老年期の心理社会的課題に関する研究の動向を
展望し，その課題について論考する。

文献収集の方法

　 国 内 の 文 献 は， デ ー タ ベ ー ス CiNii（Citation 
Information by NII）を用いてキーワード“高齢者 
OR 老年期”AND“心理社会的課題 OR 心理社会的発
達 OR エリクソン”で検索した。国外の文献はデータ
ベース Science Direct Online を使い，Title, Abstract, 
Keyword の い ず れ か に“elderly OR old”AND 

“developmental task OR psychosocial development 
OR Erikson”が含まれる“Journals”を検索した。さ
らに，検索された国内外の文献のうち，高齢者を対象
とした研究を抽出した。また，論文の引用文献を手掛
かりとして取り出したものもある。
　以上の手続きにより，学会誌，研究紀要，書籍等に
おいて18件の国内文献と，15件の国外文献が抽出され

た。これらの文献を，心理社会的課題の測定方法（研
究法），心理社会的課題に関連する要因，心理社会的
課題そのものの特徴の領域に分け，研究内容を紹介す
るとともに論評を加えた。

研究法

　心理社会的課題を測定する方法は，質問紙による測
定，投映法による測定，事例の分析に分類された。
質問紙法による測定
　心理社会的課題の達成度を測定する尺度の多くは青
年期や成人期を対象に作成されていたため，これらの
尺度を老年期まで拡大させる試みが行われた。しかし，
近年，これらの尺度が高齢者を対象としたものでない
という批判から，老年期を対象とした独自の尺度も散
見されるようになった。
　国内では EPSI（Erikson Psychosocial Stage Inven-
tory：エリクソン心理社会的段階目録検査）が用いら
れることが多い（山田，2000；柳澤他，2002）。EPSI は，
Rosenthal, Gurney, & Moore（1981）が第６段階まで
の心理社会的段階における達成感覚について作成し，
中西・佐方（2001）が８つすべての発達段階を測定で
きるものに改訂したものである。同様に EPSI の対象
年齢を拡大させ高齢者に適用できるように改訂した尺
度として，MEPSI（the Modified Eriksonian Psycho-
social Stage Inventory）が挙げられる（Darling-Fisher 
& Leidy，1988）。また，野村（2002）は，EPSI を高
齢者に適用できるよう，第Ⅴ，Ⅵ，Ⅶ，Ⅷ段階の質問
項目を取り出して修正し，計18項目の質問紙を作成し
ている。しかし本尺度は因子が不安定であり，心理社
会的課題の一部しか測定できないという問題もある。
　高齢者を対象とした独自の尺度も作成されている

（Ochse & Plug，1986；Domino & Affonoso，1990；
岡本，1995，1998；下仲・中里・高山・河合，2000；
日下， 2004；中村・宮前，2008）。Domino & Affonoso

（1990）は従来の尺度の多くが青年期を対象として 
いると指摘し，成人期を主な対象とした IPB 尺度

（Inventory of Psychosocial Balance：心理的社会的バ
ランス尺度）を作成した。この尺度は８段階の発達課
題の達成を測定するものであり，下仲他（2000）が日
本語に改訳している。本尺度は，標準化の手続きの一
部で高齢者が対象とされている点で優れている。しか
し成人期を主な対象として作成・改訂されているた
め，日本語版の信頼性の検討に高齢者が含まれておら
ず，使用には限界がある。
　以上，質問紙調査による測定を行った研究を概観し
た。質問紙調査は発達的問題や自我の状態を全体的に
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把握するのに有効である（中西・佐方，2001）一方，
高齢者には多くの質問項目から成る質問紙調査が困難
である。この点において，高齢者を対象として作成さ
れた尺度は項目内容，項目数など，高齢者に適用する
ように作成されているため実用的である。しかし，８
つすべての心理社会的課題を測定しようとするにもか
かわらず８因子が抽出されないなど，さらに検討の必
要がある。今後は，簡便に実施するための工夫と，老
年期の特徴を丁寧に抽出することのできる精度の高い
尺度の作成が求められる。
投映法による測定
　SCT（Sentence Completion Test：文章完成法）を
用いて高齢者の心理社会的課題を捉える試みがされて
いる（岡本・山本，1985；星野，1997）。岡本・山本

（1985）は８つすべての心理社会的課題を測定するた
め Erikson（1950 仁科訳 1977）に基づき，22項目か
ら成る自我同一性 SCT を作成した。分析は，内容分
析および達成度合いに応じた High，Middle，Low の
評定により行っている。また星野（1997）は，岡本・
山本の自我同一性 SCT における老年期の心理社会的課
題が，人生や死に対する態度，仕事の評価という内容
に留まっていると指摘し，時間的展望や世代性も取り
入れた， 25項目から成るSCT-E （Sentence Completion 
Test for the Elderly）を作成した。分析は，岡本・
山本と同様，その内容に肯定，否定，中立という３段
階の評価をする。
　投映法は，回答に自由度が高いため，少ない項目数
で多くの情報を収集することが可能である。また，反
応内容の評価において，肯定的・否定的回答の２側面
のみならず，中立的回答を抽出することが出来る点で
優れている。しかし，投映法を用いた研究はいずれも，
肯定的回答に３点，中立的回答に２点，否定的回答に
１点という得点化を行っており，得点が高いこと，す
なわち肯定的内容が多いほど優れているという印象を
受ける。また，SCT には解釈に主観が入りやすいと
いう問題があるため，尺度の標準化が期待される。
事例による分析
　Kaufman（1986 幾島訳 1988）は個人史や面接調査
で得られたデータから，エイジレス・セルフの概念を
提唱した。エイジレス・セルフとは，“高齢化ととも
に訪れる肉体的・社会的変化にかかわらず維持される
アイデンティティが全面に押し出される”（Kaufman，
1986 幾島訳 1988，p.7）ことである。また，Erikson
自身も高齢者がどのように心理社会的課題に取り組ん
でいるかを検討するため，半構造化面接による調査を
行っている （Erikson et al.， 1986 朝長・朝長訳 1990）。
近年では，高齢者との交流を通して老年期における心

理社会的課題への取り組み，特に老年期における世代
性2）について検討されている（新木，2005；星野，
2006）。また，伝記や小説を分析し，過去の課題が老
年期に再び現れることや，他の世代の発達課題との関
連が検討されてきた （Mackavey, Malley, & Stewart，
1991；山岸，2007）。
　さて Viney & Tych（1985）は，質問紙調査を高齢
者に適用するには限界があることを指摘し，８つの心
理社会的課題のバランスを捉えるための CASPM

（Content Analysis Scales of Psychosocial Maturity：
心理社会的成熟の内容分析）を作成した。CASPM で
は，面接によって得られた語りを標準化された基準に
従って評定し，８つの課題すべてについてパーセンタ
イルで示すものである。Viney & Tych は，本尺度を
心理療法の進捗状況の把握や，心理査定において有効
であると考察している。CASPM は肯定的要素と否定
的要素のバランスを捉えられ，また，手法がユニーク
でありながら標準化されており非常に興味深い。しか
し，詳細な手続きが公表されていないため，追試など
の検討が出来ない点で問題が残る。
　事例にもとづく研究では，研究者の枠づけが少ない
ため，老年期の多様性を捉え，新たな知見を得ること
ができる。また，質問紙調査では捉えられない心理社
会的課題への取り組み方や，どのように課題を達成し
たかを捉えることが可能である。しかし，これまでの
事例にもとづく研究は，調査方法や分析方法が明記さ
れていないなど，客観性に問題が残る。近年発展して
いる質的分析を用いて実証的に検討することが今後の
課題である。
　以上，老年期における心理社会的課題の測定に関し
て概観した。量的研究であれ質的研究であれ，肯定的
要素に着目した研究が多くを占めていた。Erikson は
肯定的要素と否定的要素のバランスが人間の発達にお
いて重要であると主張しており，今後は，この２つの
要素のバランスについて検討する必要がある。

心理社会的課題に関連する要因

　老年期における心理社会的課題に関連する要因とし
て，基本的属性や精神的健康の維持との関連が検討さ
れてきた。また，近年の回想研究の隆盛により，人生
を振り返る経験である回想・自分史との関連を検討し
た研究も散見された。
基本的属性との関連
　教育歴との関連が認められないことが一貫した知見
と し て 報 告 さ れ て い る が（ 柳 澤 他，2002； 日 下，
2004；大塚・渡邊，2005），性別，主観的健康感，家
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族形態などとの関連については一貫した知見が得られ
ていない （Domino & Affonoso, 1990; McAdams, Aubin, 
& Logan, 1993；岡本，1998；柳澤他，2002；日下，
2004）。年齢についても，有意な差は認められないと
する研究と（柳澤他，2002），64歳以下よりも65歳以
上のほうががこれまでの人生に満足しているとする研
究があった（星野，1997；日下，2004）。
　基本的属性の影響が一致しないことについては，対
象者の偏りに加えて，どの尺度を用いたかといった測
定方法による要因も大きいと考えられる。
精神的健康の維持との関連
　主観的幸福感や心理的適応といった精神的健康との
関 連 が 多 く の 研 究 で 報 告 さ れ て い る（Wagner, 
Lorian, & Shipley，1983；岡本， 1995；星野， 1997；
山田， 2000；柳澤他， 2002；Brown & Lowis， 2003；
日下， 2004）。また，特に老年期における世代性と生
活満足度の関連も見出されている（McAdams et al.，
1993）。
　Wagner et al.（1983）は，単に“精神的健康”で
はなく，睡眠の程度との関連を検討しており興味深
い。この研究では，122人の高齢者に質問紙調査を行い，
心理社会的課題の達成度合いが低いことと不眠に関連
が認められている。しかし，Wagner et al. は，心理
社会的課題を測定するために，DAS（Death Anxiety 
Scale： 死 の 不 安 尺 度 ） や LSIA（Life Satisfaction 
Index-A：生活満足度尺度）などを用いており，実際
に心理社会的課題の達成が測定されているかについて
疑問が残る。
回想・自分史との関連
　国内において回想や語りの類型，自分史を取り入れ
たプログラムとの関連を検討した研究が散見された

（山田，2000；沼本他，2006；大塚・渡邊，2005；野村，
2002）。
　山田（2000）は，精神的活動である自分史群と身体
的活動である登山群の心理社会的発達の達成度を比較
し，自分史群の達成が高かったことから，人生を振り
返ることが心理的効用になると考察している。これを
支持する知見として，自分史を記述するプログラムが
高齢者にとって健康生活を維持し，人生の統合を支え
る有効な支援になりうることが報告されている（沼本
他，2006）。
　以上，関連要因に関する研究を概観した。基本的属
性についてはさらに検討の必要があるが，精神的健康
の維持との直接の関連が見出され，また，特に睡眠と
の 関 連 も 示 唆 さ れ て い る。 こ れ ら の 知 見 よ り，
Erikson の発達図式はさらに発展の可能性があると考
えられる。今後は，個人の多様性を考慮するとともに，

心理社会的課題に直接関連するのか，あるいは間接的
に影響するのかといった剰余変数の検討も必要であ
る。

第Ⅷ段階の特徴

　老年期における８つすべての心理社会的課題そのも
のの特徴を捉える研究は少ないが，アイデンティティ
に関してはまとまった知見がある。また，世代性につ
いては看護領域で数編の研究がされている。
老年期の心理社会的課題
　Peck（1955）は Erikson の人生後半期の心理社会
的課題は大づかみであると批判し，老年期に３つの心
理的課題と危機を仮定した。具体的には，①自我の分
化か仕事役割の没頭かという引退の危機，②身体を超
越するか身体へ没頭するかという身体的健康の危機，
③自我の超越か自我への没頭かという死の危機であ
る。
　老年期は20～30年という長い期間にわたり，また，
個 人 差 も 顕 著 に な る。Peck の 指 摘 し た よ う に， 
Erikson の指摘した心理社会的課題については検討の
余地がある。Peck は理論的考察によって上記の３つ
の危機を仮定しており，今後は実証研究によって再検
討する必要がある。
老年期のアイデンティティ
　アイデンティティに関する研究は鑪他（1984）の一
連の著書があるため，ここでは簡単に紹介することと
する。老年期のアイデンティティについてまとまった
知見が報告され始めたのは1980年代であり，その後も
研究が積み重ねられてきた。主な知見として，老年期
のアイデンティティが過去の体験に関連していること

（Woods & White，1981；岡本・山本，1985；岡本，
1990，1998；Zauszniewski & Martin，1999；Torges, 
Stewart, & Duncan，2008），配偶者を亡くすことや
定年退職など，老年期の重要なライフイベントに主体
的に取り組むことによって，アイデンティティの統 
合がみられること（Thomas, DiGiulio, & Sheehan，
1988；岡本・山本，1985；岡本，1990，1998）などが
報告されている。
　岡本（1997）は，老年期にもアイデンティティ達成，
モラトリアム，予定アイデンティティ，アイデンティ
ティ拡散というアイデンティティ様態を仮定し，それ
ぞれの様態における心理社会的課題の現れ方を検討し
ている。その結果，ほぼすべての課題において，アイ
デンティティ様態との関連が認められている。岡本の
研究は，Erikson のアイデアを具体的に図式化した研
究であると言える。しかし，第Ⅵ段階の心理社会的課
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題が示されていないこと，第Ⅶ段階に Erikson の提唱
した祖父母的世代性の内容が含まれていないことにつ
いては，さらに検討する必要がある。
　以上，老年期におけるアイデンティティ研究を概観
した。他の心理社会的課題に関する研究に比べ，アイ
デンティティに関する研究は隆盛であり，まとまった
知見も報告されている。本稿では，紙面の都合上，“ア
イデンティティ”をキーワードに検索することは出来
なかったが，今後，老年期におけるアイデンティティ，
およびアイデンティティと他の心理社会的課題との関
連について，考察する必要がある。
老年期の世代性
　新木（2005）は，高齢患者への看護実習場面におい
て，高齢者と学生が助け - 助けられる関係にあること
を見出し，高齢患者が学生との関係において祖父母的
世代性を発現させたと考察している。さらに，このよ
うな関係により，人から介護を受けねばならない状況
にありながらも，高齢患者自身が自分であり続けるこ
とが保証されると指摘している。また，他世代との交
流から老年期の世代性を検討した研究として，高齢者
と少年の交流を書いた小説の分析がされている（山岸，
2007）。この研究では，少年と高齢者の双方がお互い
を大切にしているという気持ちを持ち，相手の役に
立っているという感覚から，Erikson の相互性につい
て考察している。
　Erikson によれば老年期の世代性は，“自分たちの
世話をしてくれる若い世代の人々の中にある世代性の
感覚を強化する”（Erikson et al.，1986 朝長・朝長訳 
1990，p.79）という祖父母性的世代性の感覚である。
この点を踏まえると，新木の研究は，高齢者を看護す
る立場から，その交流が世代性の感覚を強化すること
に言及しており，さらに発展の可能性がある。今後，
心理学の領域でも実証的に検証していく必要がある。
　以上，第Ⅷ段階の心理社会的課題の特徴について概
観した。Erikson によれば８つの課題は生涯にわたっ
て発達するものである。しかし老年期の心理社会的課
題に関しては，アイデンティティに関する研究以外で
はほぼ未着手である。今後，８つの課題が，老年期に
おいてどのように現れ，高齢者がそれらにどのように
取り組んでいるのかを示す必要がある。

まとめと今後の課題

　Erikson の発達図式は，はじめに述べたように，高
齢者が体験する喪失体験を否定しないという点で今後
発展されるべき重要な領域である。しかし，概観した
ように，その重要性は認識されつつあるものの，実証

的研究はまだその途についたばかりである。
　今後の研究として，以下の諸点が重要である。 
①Erikson が強調した，肯定的要素と否定的要素のバ
ランスを捉えるような研究法が求められること，②老
年期における心理社会的課題そのものの特徴を検討す
る必要があること。②に関しては，国外で人種や文化
によって発達課題の取り組む順番や取り組み方が異な
ることが指摘されており（Ochse & Plug，1986），日
本の高齢者を対象にした実証研究が求められている

（野村，2002；園田，2005）。
　また，高齢者への心理臨床的援助と心理社会的課題
についても言及したい。今回の検索では該当しなかっ
たが，心理面接過程の理解・考察に心理社会的課題を
援用した知見はあると推察される。例えば林（2000）は，
高齢者への心理療法を通して，その主訴の根底に，統
合の感覚やライフサイクルの連続性を見出している。
今後，高齢者への心理臨床的援助において，心理社会
的課題がどのように援用されているのかについて考察
する必要がある。

【注】

１）原語は Syntonic と Dystonic である。朝長・朝長
（1990）はこれらを「同調性」「非同調性」と訳した
が，鑪（1986）は，心理力動的観点から「プラスの
心的な力」と「マイナスな心的の力」と表している。
これを踏まえ，本稿ではより端的に「肯定的要素」「否
定的要素」と記すこととした。

２）Generativity は「生殖性」「世代継承性」などと
訳されることもあるが，本稿では鑪（1986）に基づ
き「世代性」と記すこととした。
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